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英語レシテーションコンテスト３位入賞（７月 16日） 
第８回長野県高校生英語レシテーションコンテストが 7 月 16 日の海の

日に長野高校で行われました。レシテーションとは「聴衆を前にして詩文

を吟誦・朗誦すること」（三省堂 大辞林）で、一般の生徒が出場するスタ

ンダード部門には全県から 108 名の参加がありました。本校からは 10 名

が参加、108 名の中から準決勝に進んだのは 30 名でその内本校生徒は２

名、さらに 30 名の中から６名が決勝進出し、２年生の吉江さんが見事３

位に輝きました。英語研究会で地道に練習を積み重ねている成果ですね。 

猛暑続く（７月 17日～７月 20日） 
とんぼ祭が終わってから、連日異常な猛暑が続いています。深志高校

は教室にクーラーがありませんので、天井据え付けの扇風機で何とか凌

いできましたが、今年の暑さはちょっと凌ぎきれません。危険な暑さ、

という表現が一般的に使われていますが、こまめな水分補給等、体調管

理に気を付けていないと命にかかわる

問題になりかねません。ＬＬ教室、自習

室、図書館にクーラーがかろうじてあり

ますので、休み時間等に開放してクール

ダウンしてもらおうと考えています。各教室へのクーラー設置につ

いては、ＰＴＡの委員会で２棟の三年生の教室への設置を中心に検

討してもらっていますが、１棟の教室に設置するためには校舎の補

強工事が必要で工事費だけで数千万円かかるのではないか、とも言

われています。自助努力だけでは困難で、厳しいことは承知の上で

県費による設置も粘り強く求めていきたいと思います。それまでど

うするか。何か方策を考えなければ、と思っているのですが……。 

終業式は放送で（７月 20日） 

熱中症指数が危険と厳重警戒を行ったり来たりの中、外の気温は 36 度を超えて、東京都教育委

員会が体育館での終業式を控え空調が利く教室などで実施するよう都立高校に通知した、というニ

ュースが流れたこともあり、急きょ、放送で終業式を行うことにしました。本校の場合は上述のと

おり教室にもクーラーはありませんが、それでも、体育館に集

まるよりはリスクは少なかったのかなと思います。校長講話で

は、「一学期の深志生の活躍は多岐に渡っていて、多様性と層の

厚さとポテンシャルの高さを実感した。もちろん、みんながみ

んな、思い描いていた理想の結果を出せるわけではなく、不本

意な結果や悔しい結果になってしまった経験をした人たちもい

ると思うが、結果に至るまでの過程が大事。深志高校という場

はずされた廊下側の窓（１棟） 

１棟の廊下の窓には謎の木片が必ず１本 



において、色々な分野で、それぞれが自分を磨き、互いのことを尊重し、

切磋琢磨しあう、その努力の過程にこそ、最も大事なことは詰まってい

る。これからも、結果にこだわりながらも、引き続きチャレンジする気

持ちと地道に努力を積み重ねる姿勢を大事にしてほしい。進路希望実現

の方は、これから正念場。高校生活のすべてに全力を注いでチャレンジ

してきたからこそ、勉強にも全力を注ぐことができる。勉強にも一人一

人のチャレンジ精神が大事で、人との比較ではなく、自分自身へのチャ

レンジ、その総和が結果として深志の力も高めていく。チャレンジ精神、

チャレンジするメンタリティを大切にして、深志の底力を発揮するため

の準備をしっかりと積み上げる、充実した夏休みにしてほしい。」という

ようなことを話しました。また、昭和 42 年８月１日は本校にとって、決して忘れてはいけない、

悲しく痛ましい事故が起きてしまった日です。西穂高岳独標での落雷遭難事故です。事故の概要を

生徒に話すとともに、「自分の命を大切にしてほしい」ということを併せて訴えました。今年も８

月１日午後１時 30分に、講堂南の慰霊碑前で追悼式を行います。（私は今年、前日からの慰霊登山

に参加しようと思っています。ちょっと足に自信がないのですが、生徒に対しても講話の中で宣言

しましたので、参加される他の皆さんに迷惑をおかけしないように頑張ってきたいと思います。） 

その他の話題をいくつか 

★ 生徒の主体性を育む夏合宿（県校長会と県教委

の共催）なる催しが９月８日～９日に行われますが、

その生徒実行委員会が 21 日の土曜日に信州大学で

開かれました。本校からも三名の生徒が出席し積極

的に発言をしていました。自治の精神健在です。 

★ 豊科北･南地区のＰＴＡ懇談会

に出席しました。教室の暑さのこと

やとんぼ祭のこと、進路に関わることなど話題は多岐に渡りま

した。その後の懇親会は堀金･三郷両地区の保護者の方との合同

で行われ、熱い、暑い盛会となりました。お世話になりました。 

★ 全国大会に出場する放送委員会制作班と棋道部将棋班に、同

窓会からの激励金と校長からの寸志を手渡しました。（放送は

NHK杯全国高校放送コンテストと総文祭、将棋は総文祭です。） 

今週の予定 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

２３ 月 夏季前期補習（～7/27）  

２４ 火  （人間ドック） 

２５ 水  校長会正副会長会 

２６ 木 エアコン検討委員会  

２７ 金 PISA2018本調査（１年 35人対象） 信大と高校との連絡協議会 

２８ 土  ディベート講習会 

２９ 日   

３０ 月 夏季後期補習・１年キャリア研修（～8/3）  

 

こうしないと窓が落ちてきます 


